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区役 所新庁舎オ ー プン
～5月7 日から業務開始～

今ある中央ボa鴟喘徊癲a鰒設恥顋薪庁茖ぽ?。
5月の開庁を目指し現"゛……゛厦鷺言匆南肖煢`

院

四

本庁舎と中央本町庁舎に分かれてし"QI 資9ダF扁51

され 区政運営の拠点となります11111

新庁舎での業務開始は、連休明けの5 月7・勾薑、

予定しています。i

千
住
本
庁
舎
の
組
織
は

新
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す

～
住
区
民
事
務
所
を
の
ぞ
く
～

千
住
本
庁
舎
の
組
概
は
新
庁
舎
に
移

転
し
嫐
y
。た
だ
し
、千
住
区
民
事
務

所
は
仲
町
分
窒
で
事
務
を
行
な
い
ま

す
。
ま
た
。
現
在
仲
町
分
窒
に
あ
る
団

体
は
表
2
の
移
転
先
で
業
務
を
行
い
ま

す
。

新
庁
舎
へ
の
移
転
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
へ
の
影
響
の
少
な
い
4
月
末
か
ら
5

月
の
連
休
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

な
お
、新
庁
舎
へ
の
移
転
は
、千
住

本
庁
合
に
あ
る
組
織
の
ほ
か
に
も
あ
り

零
y
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
(
表
1
)
。

人
に
や
さ
し
い
庁
舎
を

目
指
し
て
い
ま
す

統
合
新
庁
舎
は
、中
央
本
町
庁
舎
(
北

館
)
と
新
た
に
建
設
し
た
中
層
棟
の
中

央
館
・
高
層
棟
の
南
館
の
3
棟
で
構
虞

さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ

る
こ
と
の
多
い
窓
口
は
、
各
棟
の
1
・

2
階
に
集
中
的
に
配
置
し
て
い
求
す
。

ま
た
、庁
合
内
に
あ
る
コ
ミ
ュ
テ
イ
施

設
に
は
、お
年
寄
ひ
や
身
体
の
不
自
由

な
方
へ
の
配
慮
を
し
て
い
家
y
。

最
先
端
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

新
庁
舎
は
最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
導
入
し
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ー

ピ
ル
で
y
。
こ
れ
は
、
一
層
正
確
で
速

い
事
務
処
理
を
行
い
。
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
情
報
処
理
の

総
合
シ
ス
テ
ム
化
を
目
指
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
。
'
a月
か

ら
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
や
福
祉
総
合
シ

ス
テ
ム
な
ど
が
稼
働
し
ま
す
。

ま
た
、
新
庁
舎
は
区
政
運
営
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
に
、區
{
の
皆
さ

ん
の
交
流
や
憩
い
の
褥
と
し
て
も
ご
利

用
い
た
だ
ぼ
ヂ
。
新
庁
舎
内
に
は
、

庁
舎
ホ
ー
ル
、
ア
ト
リ
ウ
ム
や
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
防
災
対
策
を
芫
実
強
化
レ
た

庁
合
と
な
っ
て
い
李
y
。
災
害
時
の
活

動
拠
点
お

客
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置

参
ほ
じ
め
。
夜
間
照
明
奎
謇
宛

防
災

広
塀
夸
中
央
公
園
側
に
整
備
じ
て
い
ま

す
。

※
千
住
本
庁
舎
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
3
月
1
0日
号
「
あ
だ
ち
広
報
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

斬
庁
舎
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
'
せ
は
;

庁
舎
建
設
課
<

豐
(
3
8
8
2
T
I
L
L㈹
ま
で

ヘリポ ートを設け災害時に備えま・

5 月の開庁を目指し工事を進め ています

表1 新庁舎へ移転する組織等 E組織名称は、一部仮名

表2 現在 、仲町分窒にあ る団体の移 転凭

夕やけ放 送を
一時中断します

3 月4 日 ～12 日

防
災
無
線
段
備
移
転
に
伴
い
夕
や
け

放
送
を
一
時
中
断
し
嫐
y
。

な
お
、
期
間
中
、
万
一
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
防
災
関
係
機
関
の
広

報
車
、
緊
急
車
両
な
ど
を
使
っ
て
、
必

要
な
情
報
を
伝
遮
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

放
送
で
巻
な
い
期
間
1
3
月
4
日
～
1
2

日
(
予
定
)

問
先
L
中
央
本
町
庁
舎
・
災
害
対
策
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
0
1
1

千住区民事務所は、5 月7 日より仲町分室で事務を行ないます

葺
立
ち

「
私
の
好
き
な
場
所
」

広
報
紙
で
足
立
区
内
の
莟

忌

場
所
套

霍
U

た
と
こ
ろ
多
く
の

業
一

を
頂
載
し
ま
し
た
。
最
も
多

か
っ
た
の
が
花
畑
靨

鹿

園
、
以

下
、
都
市
農
業
公
園
、
荒
川
河
川

敷
と
続
き
ま
す
。

こ
ん
な
添
え
書
き
が
あ
n
ま
し

た
。
「
8
1
才
で
匸
く
な
っ
た
母
を
2

月
に
な
る
と
必
ず
大
谷
田
公
園
の

梅
を
見
に
連
れ
て
い
き
声
レ
た
。

毋
は
梅
を
き
れ
い
だ
ね
1
A
j
m
れ

し
そ
う
に
見
て
い
声
‥
y
た
。
ま
た
、

地
べ
た
に
膝
ま
ず
き
、
芽
が
出
て

き
た
ぱ
か
り
の
よ
も
ぎ
を
つ
ん
で

は
、
田
合
を
思
い
出
し
て
い
た
よ

う
で
y
」
「
生
れ
た
の
が
農
家
な

の
で
、
都
市
農
業
公
園
に
く
忝
と

実
家
に
帰
っ
た
ぶ
フ
な
感
じ
が
し

K
J
°
在
勤
の
方
か
ら
は
「
千
住

大
川
端
公
園
か
ら
隅
田
川
を
眺
め

て
い
忝
と
心
が
お
ち
つ
き
零
y
」
。

y」
ん
な
方
も
い
ま
し
た
。「
興
本
図

一

館
は
夫
と
二
人
で

散
歩
す
る
コ

ー
ス

。
家
か
ら
歩
い
て
図
書
館
ま

で
行
き

、
ゆ
っ
く
ひ
奎

罕
刄

で

と
て

も
落
着
ぐ
時
間
で
す
」

区
民
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分

な
ひ
の
楽
し
み
方
を
見
出
さ
れ
、

施
設
が
す
っ
か
り
暮
ら
し
の
中
に

根
づ
い
て
い
る
の
を
感
じ

、
と
て

も
2

じ

ぐ
思
い
ま
し
た

。

ち

ぞ
、
広
場
や
公
園
や
建
物
を
可
愛

が
っ
て
や
っ
て

ぐ
だ
さ
い

。
ま
ち

の
中
の
公
共
施
設
は
、
そ
れ
を
使

う
人
々
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
忝
と

思
ラ
か
ら
で
す

。区
長
　古
性
直

椦月1 日( FXP) ・10 日 ・25 日 発行
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第
2
4
回
(
1
)足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
調
査
結
果

そ

の
1

よ
り
良
い
区
政
を
目
指
し

、
区
で
は
、
区
民
を
対
象
と
し
た
世

論
調
査
を
昭
和
4
7年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
調
査
し
て
い
る

「
定
住
性
」
「
区
政
関
心
度
」
「
施
策
へ
の
要
望
」
な
ど
に
加
え
、

今
回
は
「
健
康
診
査
」
「
芸
術
・
文
化
」
「
広
報
紙
(
誌
)
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
は
、
区
政

を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
の
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
生
か
し
て
い

き
ま
す
。

区
政
に
対
す
る
関
心
度

区
政
へ
の
〝関
心
層
〟
は
5
4
%

区
政
に
対
し
て
「
非
常
に
関
心
が
あ

る
」
と
答
え
た
大
は
1
4・
6
%

。こ
れ

に
「
や
や
関
心
が
あ
る
」
と
答
え
た
人

の
3
8・
9
%
を
合
わ
せ
た

。関
心一
'

は
5
4
%
と
な
っ
て
い
李
y
(
図
1
)
。
こ

の
関
心
一
の
割
合
に
つ
い
て
、
年
代
別

の
特
徴
を
見
ま
す
と
、
関
心
層
は
5
0代

が
最
も
多
く
、
男
性
が
7
1
%、
女
性
が
6
5
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
策
へ
の
要
望

〝防
災
対
策
〟
へ
の
要
望
が
急
増

区
の
施
策
の
う
ち
、
区
で
最
も
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
も
の
を
2
3施
策
の
中
か

ら
2
つ
以
内
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、「
高
齢
者
福
祉
」へ
の
要
望
が
3
6・
9
%

で
最
も
多
く
、
1
3年
連
続
で
施
策

要
望
の
ト
ッ
プ
と
な
り
、
こ
の
施
策
に

対
す
る
要
望
の
強
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

2
位
以
下
は
「
ゴ
ミ
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
」
1
6
・
3
气

「
防
災
対
策
」
1
5・
1
%

、「
交
通
網
の
塵
爾
」
1
3・
0
%

、「
住

宅
対
策
」
1
2
・
1
%

な
ど
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
(

図
2
)

。
今
回
の
調
査
で

、

施
策
要
望
の
第
1

位
と
な
っ
た

「
防
災

対
策

」
は

、
前
回
の
関
査
結
果
(
6

年
)

で
は
1
1位
で
し
た
が
。
阪
神
・
淡
路
大

貫
災
後
の
関
心
を
反
映
し
て
。
一
気
に
3

位
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か

「
ゴ
ミ

ーリ
サ
イ
ク
ル
対
策
」
は
、3

年
連
続
で
l
位
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

施
策
に
対
す
る
要
望
の
強
い
こ
と
が
わ

か
ひ
ま
す
。

*
第
2
4回
申
足
立
区
政
に
関
す
る
世

諭
調
査
の
あ
ら
ま
し
は
、
情
報
公
開
課

(千
住
本
庁
舎
、
中
央
本
町
庁
舎
)
で

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
く
わ

し
い
集
計
結
果
が
わ
か
る
「
報
告
S
」

は
冊
報
公
間
課
お
よ
び
区
内
の
各
図
書

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

間
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係
?
3
8
8
2
)
-
1
1
1

㈹

※
「
健
康
診
査
」「
芸
術
・
文
化
」「
広

報
紙
(
誌
)
」に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は

あ
だ
ち
広
報
3
月
1
0日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す

【 調 査 方 法 】

無作為抽出により区・
内在 住の加歳以上86、
歳未 満の男女2, 、000j
人をブロック 別に邏
いぴ6 専門贋査珮岬 慝
別面栫で 鐵崟 池 訟

【調 査 時 期 】

細 引混

図1 区政に対する関心度

図2 施策への要望

ご
注
意
く
だ
さ
い

健

康

食

品

「
ク
ロ
レ
ラ

」

の
契
約
ト
ラ
ブ
ル

偈
蹶
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
か
、
様

々
な
健
康
食
品
が
販
充
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し

、
そ
れ
が
思
わ
ぬ
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。各
地
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
は
、

多
く
の
健
康
食
品
の
苦
情

が
寄
せ

ら
れ
て

い
ま
す

が

、中
で

も
多
い
の
が
「
ク

ロ
レ
ラ

」
に
関
す
る
も
の

で
健
康
食
品
苦
情
の
4

分

の
L

を
占
め
て
い
ま
す

。

・

目
立
つ
契
約
ト
ラ
ブ
ル

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
見
て
連
絡
す

る
と
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
来
て
、
効
能

・
効
果
を
強
飼
し
た
り
、
強
引
な
勧

誘
で
一
度
に
多
一
の
ク
ロ
レ
ラ
を
契

約
さ
せ
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
出
て
い
李
y
。

□
効
能
・
効
果
は
?

チ
ラ
シ
の
体
験
談
や
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
言
っ
た
よ
う
な
効
能
・
効
果
が

な
い
と
い
う
苦
情
が
多
く
、「下
痢
を

し
た
」「
湿
し
ん
が
出
た
」「
吐
き
気

が
し
た
」な
ど
の
異
常
が
出
た
と
い

う
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
　

①
ク
ロ
レ
ラ
は
「食
品
」で
「
薬
」

で
は
な
い
の
で
、「健
康
を
取
り
戻
せ

る
≒
病
気
が
治
る
」と
い
っ
た
誤
っ

た
罷
識
は
持
た
な
い
こ
と

②
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
「
と
り
あ
え
ず
飲
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
商
品
を

閲
け
さ
せ
、
契
約
を
迫
る

ヶ
I
ス
が
多
い
の
で
強
引

に
飲
む
こ
と
を
勤
め
ら
れ

た
場
合
は
き
っ
ぱ
ひ
と
断

る
こ
と

③
「
続
け
て
飲

ま
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
」
と
1
年
～

2
年
分
と
い
っ
な
1

の
契
約
を

勧
め
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な

業
者
に
は
注
意
す
る
こ
と

問
先
―
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
″
D

宿 泊 施 設 インフォメ ー ション

5・6 月 分の

利 用案 内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
―
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
持
か
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限

り
ま
す
)

期
問
1
3
月
1
日

…一
日

必
一
(

抽
選
結
果
を
1
月
下
旬
に
郵
送

し
毒
y
)
受
付
よ
邇
者
は
t
月
1
1

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
か
遍
ぎ
'
9

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
2

チ
)

空
き
室
の
利
用

□
5
・
6
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
4
月

杪一日
)
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
設

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
2
・
3
・
4
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、
3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

3
月
利
用
分
か
ら
「
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
」「
那
須
・
森
の
家
」

「
伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
」の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

あ
だ
ち
広
報
(
杪一月
2
5日
号
)
で
既

に
ご
案
内
し
ま
し
た
と
お
り
、
3
月
利

用
分
か
ら
使
用
料
を
改
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

室
料
(
1
童
)
1
3
千

2
0
0
円
(
旧
2
千
釼
円
)

宿
泊
料
=
大

人
よ
2

千
瞋
円
(
旧
2
千
円
)
、
子
供

―
人
千
槇
円
(
旧
千
円
)

※
食
事
料

は
従
来
ど
お
り
で
す

各施設利用案内5 ・6 月利 用分

公社麓設ですでに魏入済みの宿泊施設抽還申し込みカード1 粤拑八刀=F) に1ま「鋸南自然の家」。「1L呻迦林間学■ 」の麦示がないも のかありますが、使用できます。施
酸名欄に「鋸南自然の家j 『U』中湯林胃学● J と配入し、申し込んでください/ 利用申し込みは2 人以卜。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします

・コミ ュニティ文化 ・スポーツ 公社一 覧表

1受付時間=①～○ は午前9時～午後8時、⑩は午前9時～午後5時、

○ @は午前10時～午後6時( 毎遇月曜日休館)
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健康カレンダー 3月の予定
保
健

ガ
イ

ド

6
0歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

仕
事
を
引
退
し
た
後
も
、
健
康
で
充

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
健
康
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時
=
3
月
1

日
(
金
)
・
4
日
(
月
)
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
(
2
日
制
)
対
象
―

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
-
1

日

目
・・・
囗
か
ら
始
め
る
健
康
プ
ラ
ン
(

日

太
大
学
歯
学
部
衛
生
学
教
室
・
尾
崎
哲

則
氏
)
/

お
口
に
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て

も
お
い
し
く
食
ぺ
る
た
め
に
(

日
本
歯

科
大
学
高
齢
者
歯
科
診
摩
室
・
山
田
睛

子
氏
)

定
S
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

3
月
の
献
血

日
時
等
土
r
表
の
と
お
り

問
先
―
東

京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

?
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
佩

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

講演会

思
春
期
～
青
春
期
の
こ
こ
ろ
を
育
て
る

―
親
離
れ
・子
離
れ
を
じ
ょ
う
ず
に
―

子
供
の
自
立
が
難
し
い
時
代
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
へ
の
心

の
変
化
と
親
の
役
創
に
つ
い
て
一
緒
に

学
び
、
考
凡
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
時

1
3
月
5
日
(
火
)
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤

の
方

講
師
―
中
沢
正
夫
氏
(
三
郷
協

立
鍔
院
医
師
)

定
員
=
5
0人
一
用
=

無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問

先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

講 演会

専
門
医
が
語
る
!

ウ
イ
ル
ス
性
慢
性
肝
炎
の
治
療
の
最
前
線

日
時
1
3
月
8
日
(
金
)
、午
後
2
時
1
4

時

対
象
―
慢
性
ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎

患
者
お
よ
び
そ
の
家
族

内
容
=
慢
性

肝
炎
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
び

ま
す

講
師
―
熊
田
博
光
氏
(
虎
の
門

病
院
医
師
)
場
所
―
竹
の
褫
セ
ン
タ

ー
定
員
=
同
人
(
先
s
順
)
申
込

l
電
話

申
・
問
先
―
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
と
手
当
て
に
つ
い
て

や
さ
し
い
ア
ト
ピ
ー
講
座

日
時
=
3
月
8
日
(
金
)
、午
後
3
時
～

4
時

場
所
=
東
和
セ
ン
タ
ー

対
象
=

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
悩
む
乳
幼
児

を
持
つ
衣
族
の
方
ほ
か

講
師
―
作
田

亮
一
氏
(
独
協
医
科
大
学
越
谷
病
院
小

児
科
医
師
)
定
a
1
3
0人(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
―
電
話

申
・
問

先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
教
室
で
す

。

日
時
1
3

月
1
2
日
(

火
)
・・・
午
後
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

、3
月
2
6
日
(
火
)

・
:午
前
1
0時
～
1
1時
3
0分

場
所
―
産

業
振
興
館

講
師
―
吉
崎
芳
夫
氏
(
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
)

定
具
=
3
0人
(
先

着
順
)

※
勵
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
s

用
―
無
料

申
込

―
電
話

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

3 月の献rm

一一いずnも酊問は午睡10B&～11*530: 分・

午後0B30: 分～3畤l }分

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

助
務
期
間
1
4
月
か
ら
6
ヵ
月
程

度
勤
務
日
等
=
月
1
金
曜
日

(
月
2
0
日
程
度
)
、午
前
9
時
～
午

後
4
時

対
象
-
5
0鎭
ま
で
の
一

霞
婦
ま
た
は
准
看
護
婦
の
資
格
を

お
持
ち
の
方

内
容
―
心
身
障
害

者
の
健
康
管
理
・
相
談
、
生
活
指

導
馴
練
等

募
集
人
S
=
1
人

報
酬
1
日
額
9
千
刪
円
(
交
通
費

含
む
)

申
・
問
先
―
西
部
障
富

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

健康あ・ら・かると
ペ
ッ
ト
に
は
正
し
い
し
つ
け
と
深
い
愛
情
を

足
立
区
で
飼
わ
れ
て

い
る
犬
は
、
ど
の
く
ら

い
だ
と
思
い
患
ふ

。

そ
の
数
は
、
約
1
万
1

千
頭
。
2
3区
で
1
番
目

で
歹
。犬
盈
習
と
、年

―
回
の
狂
犬
病
予
防
注

髫
弖

生
に
I
回
の
登

録
を
レ
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。お
忘
れ
な
ぐ
。

足
立
の
犬
は
少
し
不

幸
か
冫
と
尽
つ
y
左
が

あ
ひ
ま
す
。「
大
き
く
な

つ
て
飼
い
枩
れ
な
く
な
っ
た
」「
散
歩
に

連
れ
て
い
か
ず
放
し
飼
い
に
し
て
い

る
」「
子
犬
が
生
ま
れ
た
け
ど
飼
え
な

い
」
そ
ん
な
飼
い
主
の
身
勝
手
で
、
東

京
都
の
助
物
篇

箏
務
所
に
引
き
取
ら

れ
た
り
、
捕
寰
さ
れ
た
ひ
し
た
犬
は
、
1

年
間
5
4
6頭(
6
年
厦
)
も
い
家
"
。

こ
の
歎
は
、
2
3区
で
だ
ん
と
つ
ト
ッ
プ
。

胸
の
蠹
覦
字
で
y
。

保
健
所
は
、
人
の
健
康
の
相
談
の
ほ

か
犬
に
つ
い
て
の
電
話
も
よ
く
か
か
り

搴
y
。
こ
の
中
で
多
い
の
が
、
「
犬
を
放

し
飼
い
に
し
て
い
る
」
「
鴫
き
声
が
う
る

さ
い
」
「
犬
の
フ
ン
に
刄
ど
で
y
。

あ
る
日
こ
ん
な
一
話
が
あ
り
ま
し

た
。「
一
人
暮
ら
じ
の
男
性
が
犬
を
痾
つ

て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
い
い
加
薺
鑰

い
方
を
し
て
、
近
所
の
皆
が
困
つ
て
い

嫐
y
。
保
健
所
で
何
と
か
し
て
ぐ
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
」

早
々
、
飼
い
ま
を
訪
問
し
て
み
る
と
、

体
調
を
朋
し
て
犬
の
世
話
が
大
変
り
ぷ

う
で
y
。
し
か
し
、
飼
い
螽
哭
が
好

き
な
の
で
、
今
侠
気
受
付
け
'
9
か
ら
面

I
χ
た
い
と
の
一
点
張
ひ
。―
刀
月

後
。
再
″
迯
所
の
方
か
ら
同
D
H
>
<
X
*

一
話
が
入
n
ま
し
た
。
飼
い
主
は
、
自

分
で
飼
え
な
い
の
が
分
か
り
、
泣
く
泣

く
犬
夲
乖
僉
t
」
と
に
決
め
F
‥
y
た
。

愛
憐
だ
以
ぽ
犬
は
飼
え
ま
餮
へ

変
に
甘
や
か
し
て
育
て
た
結
果
、
飼
い

主
に
さ
え
従
わ
な
く
な
る
犬
も
い
ま

す
。
正
し
い
し
つ
け
″爍
い
震
情
。
ペ

ッ
ト
と
仲
良
く
暮
-
{夛
に
は
、
子
育
て

と
同
じ
ぐ
ら
い
の
気
構
え
が
必
謇
な
の

か
も
レ
れ
ま
廿
刄
。

A
保
健
所

普
及
担
当
V

掲
示
板

□
第
6
回
東
京
都
平
和
の
日
記
念
行
一

「
T
o
K
Y
o
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
1
3
月
3
0
日
(
土
)
、
午
教
…
一
時
3
0

分
場
所
1
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
、
有
明

テ
ニ
ス
の
森
公
園
内
容
―
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
、
平
和
展
、
ヒ
ー
ス
・
ア
ー
ト

出
演
―
西
田
ひ
か
る
、
ビ
リ
ー
バ
ン
バ

ン
、
大
事
M
A
N
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
申
込

―
往
復
(
ガ
キ
に
イ
ベ
ン
ト
名
、代
表

者
名
、郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、

希
蕈
人
数
(
t
人
以
内
)
を
明
記
期

限
1
3

月
1
1
日
消
印
有
効

申
・
問
先

―
「
東
京
都
平
和
の
日
T
o
K
Y
o

平

和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」事
務
局
〒
1
0
5

港
区
西
新
橋
2
-
5
-
1
1
濱
辺
美
術
ピ

ル
4
階
　
(
3
5
0
1
)
2
4
9
1

□
短
期
講
習
「第
3
種
s
気
主
任
技
術

者
」
科
受
講
生
募
集

日
時
1
4
月
1
6
日
～
6
月
2
7
日
の
火
・

木
曜
日
(
全
1
5
回
)
、午
後
6
時
1
9
時

1
0
分
対
象
1
第
3
種
電
気
主
任
技
術

者
の
受
験
を
目
指
す
方
定
員
よ
J
人

費
用
1
1
4
千
5
0
0
円
申
込
=
3
月
1
2
日
～

1
5日
の
午
後
6
時
ま
で
に
直
接
来
校
(

定
員
を
警
官
場
合
は
抽
選
)

場
・

申
・
問
先
a
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校
・
能
力
開
発
係

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
東
京
国
際
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

日
時
I
3
月
1
7日
(
日
)
午
前
9
時
～

午
後
3
時

場
所
―
上
野
公
園

、
木
場

公
園

、
芝
公
園
(
3

コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
ス
タ
ー
ト
)
s

用
1

小
学
生
以
上

…
千
円
/

幼
児
・
外
・一・
人
・・・
無
料

申

・
問
先
1
(

財
)

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会

(
5
2
7
6
)
4
2
0
0

□
再
就
職
準
備
講
座

日
時
等
1
3
月
4
日
(
月
)
、再
就
職
準

備
講
座
・
:
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/
仕

事
の
相
談
会
…
午
後
3
時
～
4
時
場

所
l

江
東
区
動
労
福
祉
会
館

対
象
―

お
お
む
ね
5
5
歳
以
上
の
方

定
員
1

圍

人
(

先
一

順
)

申
・
問
先
=

都
・
日

一

里
高
年
齢
者
就
業
相
談
所

(
3
8
0
1
)
1
9
7
6

□ 2 月 の防 災 キ ャ ン ペ ー ンテ ー マ 「住 宅 用 防災 機 器 辱 を 偏 えよ う 」 ≪ 東 京 消防 庁 ≫
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長期
的

展 望 に立った

学校適正配置計画
およ

び改築計画の策定
現
在
い
児
一
・
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
学
校
の
小
濱
横
化
か
進

ぺ
ん
で
い
ま
す
・
良
好
な
学
習
環
境
を
保
つ
た
め
に
は
滷
で
き
る
だ
い

作
け
適
正
な
規
模
に
学
校
を
保
つ
必
要
か
あ
り
ま
Å
紂
言
爬

罔
尸
一
方
卜
校
舎
の
耐
用
年
数
な
ど
を
考
え
る
と
、吼
後
t
数
年
の
い

濯
ち
に
多
数
の
小
・
中
学
校
か
改
築
時
期
を
迎
え
ま
弌

、作
付

尚
こ
の
学
校
適
正
配
置
計
画
お
よ
び
改
築
計
画
は
ヽ
こ
枳
b
Q
町

ご
題
に
つ
い
て
ぃ
将
来
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
を
総
合
的
に
(

し
示
し
た
も
の
で
す
。゙

『二
才
匸
圉
良
イ
ヰ
祐
大
卜
よ
へ
い
X
J
一
・
t

児
童
・
生
徒
数
は

ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
減
少

昭
和
5
4
年
の
ピ
ー
ク
睥
で
は
約
9
万

I
T
(
い
た
区
立
小
・
中
学
校
の
児
重

ふ
蒭
も
、現
在
で
憾
約
5
万
人
y
a

ぼ
半
分
に
減
少
し
て
い
本
y
(
図
1
)
。

そ
の
た
め

、
小
諷
佩
扠
が
増
加
し

、
学

校
間
の
襦
僕
の
栖
募
i

、小
学
校
で
は

、U

冊

、
中
学
校
で
ほ

、U

歹

埋

つ
て

い
ま

す
。

図1　児重・生徒数の推移

改
築
時
期
を
迎
え
る
多
数
の
学
校

小
・
中
学
校
の
暖
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

校
舎
へ
の
改
築
は
、
昭
和
3
2年
か
ら
始

ま
り
、
3
8年
に
は
小
・
中
学
校
農
笹

て
年
間
1
0扠
も
の
増
・
改
粂
工
事
が
実

篳
さ
れ
奔
レ
t
(
図
2
)
。
こ
{
じ
た
校

舍
が
十
数
年
の
う
ち
に
鴛
裏
!

蒔

期

耻
y
S

冫

こ
に
な
Q
i
y

。

図2　小・中学校鉄筋コンクリート 校舎の建設状況
S 建 集年 次 は 、当 破 杖の 最 初 に建 霞 ・ 改 築 され た 棟 を 蠢し ま す

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
計
画

学
校
が
小
現
模
化
す
x
と
、
児
竄
・
生

徒
間
Q
入
間
関
係
や
学
習
指
導
面
、
学

校
運
営
面
で
い
ろ
い
ろ
な
支
障
が
で
て

瀲
乖
y
。
こ
の
計
圃
で
は
、
昭
和
6
3
年
の

足
立
区
立
小
中
学
校
洒
正
見
榠
お
よ
び

適
正
配
置
霽
隕
会
容
申
(
旻
I
)
を
基
本

に
、
両
正
編
俣
の
目
標
置
を
小
学
校
は

1
8
単
龜
(
各
学
年
―
学
級
)
、
中
学
校
は

1
5
8
1
8
学
級
(
各
学
年
5
・
'
&
俶
)

E
こ
の
遜
正
規
襴
に
近
つ
く
ぷ
つ
、
区

内
の
全
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
の
見

匱
し
鷽

叮
い
、
図
3

の
よ
う
な
璽
l
配

筐
計
冒
(

学
校
編
篌
、
通
学
距
離
等
を

麌
戚
)

を
策
定
し

瞿
レ
た
。

そ
の
紡
果
。
適
正
配
置
に
よ
る
学
校

数
は
小
学
校
が
∽
扠
。
中
学
校
が
2
9
校

と
な
る
予
定
で
y
。
し
た
が
っ
て
統
合

に
よ
り
廃
校
と
i
Q
学
校
は
、
小
学
校

が
1
8
校
、
中
学
校
が
1
0
扠
と
な
ひ
豕
司
　

こ
の
邏
正
配
置
計
禪
に
某
弓
い
た
通

学
区
域
の
変
更
は
、
原
則
と
し
て
学
校

の
改
!
茣
4
峰
に
、
周
辺
校
も
黹
め

て
鳳
I
し
&
仔
っ
て
い
膏
曇
チ
。

た
だ
し
、
今
後
の
推
孳
刄
`
て
、
過

小
規
模
校
と
莎
9

学
校
に
つ
い
て

呵

早
朔
に
解
消
夲
図
っ
て
い
孝
豕
y
。

謇
飄
僉
答
?
寡
吁
て
、
千
住
地
区

で
は
、
厩
に
I

扠
の
範
台
新
校
が
閧
校

し
て
い
ゆ
孑

。

表1　足立区立小中学校適正規模および適正配
置審議会答申による学校規模

図3- ( 1) 　 適正配置計画( 小学校通学区域案)

計画では、現在78ある通学区域が
図のように60区 域となります

図3 一( 2) 　適正配置計画( 中学校通学区域案)

計画では、現在39ある通学区域が
図のように21Z 城となります

長
期
的
な
改
築
計
画

前
記
の
瑠
正
配
一

計
冒
に
よ

れ
ば
、

小
学
校
6
0
扠
、
中
学
校
2
9
校
の
改
築
が

必
罍
冫
罍

ひ
ま
す
。こ

り
収
集
計
画
は
。

近
年
瑤
設
レ
た
小
・
中
単
校
各
l
扠
を

除
い
た
8
5
筏
を
対
象
に
し

、
将
竕

馼
の

岡
叩

か
ら
両
鳫
が
苛
碵
ど

な
曾

夸
つ
、

改
-

し
又

年
間

の

改
築
対
象
梗
を
l
・
3

扠
と
レ

た
も

の
で
、
3
5
年
に
お
よ
ぷ
長
期
的
な
も
の

で
y
(
詼
2
)
。

表2　年次別改築計画

学
校
の
建
設
経
費

改
築
モ
デ
ル
扠
そ
設
定
し
て
。
学
岐

篤
設
1
、
瑤
設
経

費
&
狄
算
し
ま
し
た
。
灣
設
経
費
は
、

お
お
む
ね
L

校
3
0
億
円
と

な
り
、
総
額
1

千
9

億
円
の
経
賢
が
必
賽
と

な
n
ま

す
。

全
体
計
画
の
見
直
し
は
5
年
に
一
度

人
口
の
増
減
、
孟
庸
y
入
数
の
予
測

は
大
変
難
し
い
も
の
が
ゐ
ひ
`
チ
。
そ

こ
で
、
愈
罸
回
の
見
匱
し
昿
、
5
牢

に
I
摎
口
つ
て
い
く
J
A
R
じ
、
計
匪

-

毎
年

区
の
曼
一

篇
黔
回
に
瀑
勦
さ
せ
て
い

孝
豕
す
。

当面の取り組み
この計画の当面の取り組みは 、次の2 つとなります。

①過小規模校の解消

今饋の児童数の推移を考慮しても、遇小農廣校となる

学校につい ては、早期解消を図るため、改鷁客珎期を待
たずに益合を行います。9 年4 月をめどに桑畿小学校

は花畑東小学校と、竹の瞿北小李校は翊r r氛二小学校

との続きを目指します。

央現に向けては、PTA 等苟t校関係者ならびに地域

住民の皆さんと簒巣を行いながら具体的に進めていき

ます。

②10年度の改築対象 校

改策肝面の初年度となる10竿度に番手する学校は、

梅鳥小学校と第一中学校です。12 律2 月の淪T を予定
しています。

計 画 に 関 す る 問 い 合 わ せ は

千 住 本 庁 舎 ・学 校 改 築 計 画 担 当

　3182- 1111 ㈹

青空給食やバイキング、給食の内容が広がってきました

学校給食民間委託10年のあゆみ

区
で
は
、
昭
和
6
1
年

4
月
よ
ひ
学
校
給
食
民

間
委
恥
菅
冥
篦
し
、
7

年
t
月
現
在
、
小
学
校

3
8
扠
・
中
学
校
2
1
校
、

計
9
校
で
行
わ
れ
て
い

嫐
y
。

こ

の
民

間

委
託
と

は
'
>
&

ま
?
皀
の

暇

員

が
行
っ
て
い
た
希
貧
の
飼
葡
苳
民

間

企

業
が
吁
i

ほ

で

、
そ
の
他
は
こ
れ

ま
で
と
同
尼

力
法
(

栄
養
士
の
攅
罘

に

従
い

、
学
校
が
貉
刀
の

商
店
か
ら
購
入

し

た
食
材
を
便
っ
'て

給
食
岡
彌
珊
で

膺

理

夸
丁
Q
)

で
r

。

民
間
委
託
に
な
っ
た
学
校
で

呵

バ
イ
キ

ン
グ
、セ
レ
ク
ト
給
食
(
い

く
つ
か
の
献
立
か

ら
好
き
な
も
の

を
迎
べ
る
給
食
)
、
青

空
給

食
、
交
流

給
食
-

の
内

簪
が
呎
が
ひ
、児
竃
・
牟
狸

な
ら
び
に
保
糢
看

の

慚
亭
匈
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま

す
。

民
間
委
託
に
す
る

と
、
L
校
に
つ
き
毎
年

平
均
千
罰
万
円
の
経
費
節

減
が
で
孝
豕
す
。

そ
の
羅
身
は
、紿
食
用
食
器
の
改
魯
(
耐
熟
強

化
硝
子
斡
に
す
答

な
ど
)
や
、
4
ヨ

ミ
処
理
機

の

導
入
等
の
給
食
関
係
の
改
一

・
改
修
の
ほ

か

、
学
習
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
等
、
教

育
内
容
の
芫
実
に
も
儁
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
で
啄
今
怏
も
、
「
醂
か
く
安
全
で
お
い
し

い
絶
食
」
づ
く
り
&
自
摺
し
、
8
年
廩
に
は
、

新
た
に
小
学
筏
辺
佼
、
中
学
校
t
筏
、
計
1
4

校
-

問
先

千

住

本
庁
舍
・
学
務
課
給
食
担
当

(
―
)
I
F
L

㈹

民間委託校数と節減顕

東譖 認 ¶蘿 翩Sl '・・

▲ 楽しい 青空給食

4
千
人
の
方
に
聞
き
ま
し
た

高
齢
者
生
活

実

態

調

査

調査に関する
問い合わせは

千 住本 庁舎・
高齢社会対策課

　3882- 1111 ㈹

こ
の
調
葦
は
、
。
r
年
&
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
区
内
に
住
む
6
5
一
以
上
の

1

し
て
行
い
ま
レ

た
(
下
!

こ
れ
は

高
齢
者
の

方
の

耋

霙

態
・
章
騨
な
ど
曇
調
査
・
把

襴
し
、ど

れ
か
ら
の
高
齢
肴
褌
祉
施
策
に

役
戉
て
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
の
虞
。調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
Q
ま
し
た
の
で
、

そ
の

一
郎
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
般
高
齢
者
調
査

「
ひ
と
ひ
I
瓦
c
」
が
1
6
・
o
%
、

「
夫
婦
の
み
」
が
3
0
・
8
%
、
「
そ
の
他

の
莖
ご
が
5
2
・
7
%
を
a
め
l
y
(
図

1
)
。
つ
ま
り
、お

年
脣
り
の
み
の
丗
菷
l

で

す
。

・

日
常
生
活
の

状
態

「
両
気
や
障
贇
夕
i
y
a
常
生

活
は
普
通
に
行
っ
て
い
る
」
が
4
0
・
9
%

、
「
旦
翆
居
は
ほ
ぼ
自
分
で
行
&
e

し
外
出
も
一
人
で
で
き
る
」
が
4
5
・
5

§
と
尽
ひ
、
独
力
で
零
苔
・
外
出
?
i

る
と
レ
尽
入
が
8
6
・
4
%
を
占
め
る
こ

と
に
な
ひ
豕
y
(
図
1
)
。

・

高
齢
者
保
健
福
祉
対
策
へ
の
要
望
　

高
畛
者
保
飃
罹

祉
対
策
冫
じ

て

、
特

に
区
に
力
豪
(
れ
刄

坏
k
r

冽
y
″
じ

て
は
、「
健
康
な
高
齢
者
の
雷

忝

い
対

策
」
、
「
夜
間
・
休
日
の
診
鬻
体
制
の
旡

芦
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
3

・
―
气
2
4

・

9
§
と
F
血

、―

耻
a

め
、以
下
「
高

齢
者
の
曜

康
腎
理
対
策
」
3
・
2
%

、

「
ひ

と
り
暮
ら
し
新
人
に
対

す
る

施
策
」
1
7

・
5
%

の
順
と
g

ひ
ま
す
(
図
3
)

。

図1　 【世帯講成】

図2　 【日常生活の状態】

図3　 【高齢者保健福祉対策への要望】

ね
た
き
り
高
齢
者
調
査

・

主
な
介
牘
者

ね
た
き
り
高
雛
者
に
対
t
条
i
介

護
考
は
、
「
配
偶
者
」
が
2
9
・
4
%
、
「
同

居
の
子
供
」
が
s
・
5
%
、
「
同
居
の
子

供
の
配
偶
者
」
が
2
1
・
7
%
の
順
に
多

く
、
ま
な
介
護
者
が
同
居
の

家
族
で
あ

る
剛
食

茴

・
0
%

を
占
め
畧
'
(

図
4
)
g

・

介
護
者
の
健
康
状
態

介
畢
看
の
霜
最
状
態
に
つ
い
ア
a
、

そ
れ
ぞ
れ
「
{
-
菓
}
1
4
・
7
%
、
「
ま
あ

健
康
」
3
3
・
3
%
、
「
あ
ま
り
偏
康
と
い

え
な
い
」
1
8
・
1
%
、
「
男
気
が
あ
忌

2
8
・
5
%
を
さ
め
て
い
事
y
。

・
1

日
の
介
隋
時
間

1
日
の
介
護
時
間
に
つ
い
て
は
、
『
ほ

渺
刄
ど
つ
き
っ
き
り
』
が
3
2
・
3
%
で

最
多
、
「
必
要
な
と
き
に
手
を
貸
す
租

度
」
が
2
7
・
8
%
で
呎
い
で
い
ま
す
。

時
間
の
蕎
は
あ
る
が
目
が
離
せ
な
い
状

態
の
高
齢
者
が
闖
・
0
%
以
上
に
な
り

ま

す
(
図
5
)

。

・

介
護
者
の
年
齢

介
贋
者
の
年
齢
は
、
「
4
0
鎭
代
」
か
1
5

・
7
%
、
『
印
繼
代
`
が
2
5
・
9
%
で
y
。

「
∽
筬
以
上
」
と
な
る
万
の
合
計
を
み

忝
と
、
4
8
・
0
黔
£
`
a
、
介
篳
ず
右

側
も
高
齢
化
が
磁
冗
で
い
る
こ
仁
粐
わ

か
り
琢
y
(
図
6
)
。

圏
介
隋
期
間

介
踝
蚕

勣
め
て
か
ら
の
期
間
は
「
5

″
T

匐

薬

餌
」
が
2
5
・
2
%
?

瘢

も

多
く
、「
1
0
年
以
上
」
畆
仭

・
3
%

夸

占

め
て
、
長
期
間
に
渡
る
人
の

割
合
が
高

く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す

(
図
7
)

。

図4　 【主な介護者】

図5　 【1 日の介護時間】
図6　【介護者の年齢】

図7　【介護期間】 調査の対象など

調 査へのご 協 力あ りが と うご ざ いま した
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国
保
・
年
金

退
職
者
医
療
制
度

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

一

民
健
康
保
険
加
入
者
で

、
次
の
方

は

、退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
ま
す

。

病
院
な
ど
に
か
か
る
場
合

、
一
般
加
入

者
の
自
己
負
担
金
が
I

創
に
対
し
て

、

表
1

の
と
お
ひ
安
く
な
り
ま
す
。

対

象
=
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す
る

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民
年

金
は
除
く
)

を
受
給
し
て
い
ゑ

…一
歳
未

満
の
方

、
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で

、

次
の
要
件
を
満
た
す
方
・・・
年
金
加
入
期

閊
が
2
0
年
以
上
ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0年

以
上
あ
り

、
自
分
で

掛
金
を
納
め
て
い

た
方
(

た
だ
し

、
老
人
保
健
法
該
当
者

は
除
く
)

※
S

医
凍
証
を
お
持
ち
の

方
で
も

、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
場
合

は

、
切
ひ
番
え
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い

申
込
1

年
金
証
・
u
r
n
*

蘗
定
通
知
S

、
国
民
億
康
保
険
証
、
印

か
ん
を
窓
口
に
持
参

。
年
金
証
S

ま
た

は
年
金
戴
定
通
知一
が
届
い
た
ら
、1
4

日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
―
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課

間
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
嫐
T
。

日
時
=
3
月
6
日
(
水
)
、午
前
1
0時
I

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・一
民
年
金
諷
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1 退職者医療制度一部負担金割合

保険料は変わり ません

国
民
年
金
保
険
料

忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い

年
金
保
険
料
は
、
毎
月
翌
月
末
日
が

納
期
限
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
す
と
、
将
来
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
ぐ
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
保
険

料
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
a
中
央
本

町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

国
民
年
金

基
金

四
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
な
ど
の

方
々
の
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
実

現
す
る
た
め
、基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給

付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。加

入
対
象
者
は
、2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の

第
一
号
被
保
険
者
で
y
。掛
金
は
、選
択

す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加
入
時

の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
口
座
か
ら

の
自
動
引
落
と
な
ひ
ま
す
。
ま
た
、
掛

金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
と
な
り
、

支
給
さ
れ
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除

の
対
象
£

茖
な
ど
税
制
上
の
皿
遘
措

置
が
あ
り
李
f
y。

申
・
問
先
―
都
・
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

ま
た
は
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課

推
進
係(

3
8
8
0
)
5
0
6
1

も
し
も
の
と
き
お
役
に
立
ち
ま
す

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済
と
は
。交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
場
合
に
見
舞
金
を

支
給
す
る
事
業
と
し
て
、昭
和
4
3

年
か
ら
東
京
2
3
区
が
共
同
で
運
営

し
て
い
家
y
。

み
な
さ
ん
が
通
勤
・
通
学
で
利

用
し
て
い
る
電
車
や
バ
ス
、
自
転

車
・
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

の
身
近
な
も
の
か
ら
、
船
舶
・
航

空
機
な
ど
の
幅
広
い
交
通
に
よ
っ

て
人
身
事
故
に
あ
っ
た
と
き
な
ど

が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

区
内
に
住
所
が
あ
る
方
な
ら
年

齡
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
区
内
の
銀
行
・
信
用
金

庫
な
ど
の
金
融
機
関
(
郵
便
局
は

ほ
く
)
に
あ
る
加
入
申
込
一
に
掛

金
を
添
え
て
申
し
込
む
だ
け
で
す

(
1
0人
以
上
の
団
体
加
入
は
直
接

共
済
窓
口
へ
)
。

掛
金
は
年
額
S
円
・
1
千
円
・
2

千
円
の
3
種
類
(
年
額
一
括
払

い
)
見
舞
金
は
掛
金
2
千
円
の
場

合
、
死
亡
時
で
瞋
万
円
。
さ
ら
に

交
通
遺
児
に
は
子
供
1
人
に
つ
き
5
0

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

月
々
約
4
2
円
～
1
7
0
円
で
大
き
な

補
償
が
受
け
ら
れ
る
交
通
災
害
共

済
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

、
あ
る
い

は
職
嫡
や
地
域
で
ぜ
ひ
、
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
交
通
共
済
窓
口

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

区
内
の
桜
の
名
所
を
見
て
回
り

ま
す
。

日
時
=
4
月
5
日
(
金
)

・
6
日
(
土
)
、
午
前
8
時
3
0分
、

千
庄
本
庁
舎
前
集
合

内
容
―
東

纉
瀬
公
園
、
都
市
農
業
公
園
。郷

土
博
物
館
、
花
畑
記
念
庭
園
、
レ

ー
ガ
ン
櫃
な
ど
の
見
学

定
員
-
4
0

人
(
抽
選
)

費
用
1
5
日
…

観
光
協
会
会
員
、
千
5
0
0円/
会
員

と
同
居
の
家
族
、2
千
円
/
一
般
、2

千
沺
円
、6
日
…
観
光
協
会
会

員
、
2
千
円
/
会
員
と
同
居
の
家

族
、
2
千
S
円
/
一
般
、
3
千
円

(
当
日
現
地
払
い
、
昼
食
付
き
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全

員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

疉
号
、
会
員
・
会
員
家
族
こ
般

の
別
、
「
区
内
施
設
め
ぐ
り
希
望
」

と
明
記
※
1
枚
で
4
人
ま
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
(
重
複
は
無
効
)

期
限
1
3
月
8
日
(
消
印
有
効
)

申
・
問
先
L
観
光
協
会
事
務
局

(
中
央
本
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
)

一
而
一
中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

生

活

環

境

道
路
交
通
環
境
整
備
月
間

道
路
は
み
ん
な
の
も
の

3
月
は「
道
路
交
通
環
境
整
備
月
間
」

で
す
。
こ
れ
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
つ
く
り
、
事
故
の
な
い
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の
で

す
。

一
遭
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

遭
路
の
正
し
い
利
用
を
目
指
し
て
区

で
は
一
察
一
と
共
同
で
遭
路
の
不
正
使

用
者
に
対
し
'
&
の
ぶ
つ
な
行
為
に
指

導
・
一
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
▽
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
街
路
樹
な
ど
に
の
ぼ
り

旗
、一
板
な
ど
を
付
け
な
い

▽
遭
路

上
に
商
品
や
ワ
ゴ
ン
萱
置
い
た
り
し
な

い

▽
遭
路
上
に
置
き
看
板
な
ど
を
し

な
い

▽
電
柱
、
街
路
灯
、
街
路
樹
に

は
り
紙
な
ど
を
付
け
な
い

・
遭
路
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

遭
路
に
家
具
や
テ
レ
ビ
等
の
家一
製

品
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
粗
大
ゴ
ミ
は
遭
路
に
放
置
t
y

、

清
掃
事
務
所
に
連
絡
し
処
分
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
や
建
築

廃
材
、
土
砂
な
ど
を
道
路
に
捨
て
て
い

る
人
を
見
か
け
た
ら
、
区
役
所
や一
察

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
日
除
け
・
一
板
は
許
可
が
必
要
で
す
　

日
除
け
や
看
板
を
遭
路
上
に
突
き
出

し
て
設
置
す
る
堤
合
は
、基
準
に
あ
っ

た
も
の
に
限
り
許
可
が
受
け
う
れ
李
y
。

一
遭
路
は
広
く
使
い
ま
し
ょ
う

商
品
や
自
転
車
が
遭
路
を
占
拠
す
る

と
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る

人
に
と
っ
て
非
常
に
危
険
で
す
。ま
た
、

自
転
車
の
駐
車
や
交
差
点
付
近
の
畦
停

車
は
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
迷
惑
で
す
。
快
適
な
道
路
環
塊
づ

く
り
に
ご
S
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

監
察
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

千
住
一
察
一
　
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

綾
瀬
S
察
暑
　
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

西
新
井
一
祭
S

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

環
境
影
響
評
価
書
の

公
示
・
縦
覧
を
行
い
ま
す

「
南
千
住
北
部
地
区
住
宅
街
区
(
E
街

区
)建
設
事
業
お
よ
び
都
市
計
画
道
路

補
助
線
街
路
第
3
2
1号
線
建
設
事
業
」

都
環
境
影
豐
露
一
条
例
の
規
定
に
基

づ
き
。3
月
6
日
に
環
糲
影
響
評
価
一

寺
竕
示
し
、次
{
と
罸
覦
覧
し
奪
y
。

こ
の
評
価
書
は
、事
業
者
が
皆
さ
ん

か
ら
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
区
長
の
意

見
、知
事
の
審
査
誉
番
に
茱
弓
い
て

評
価
書
案
に
検
酎
を
加
え
作
成
し
た
も

の
で
す
。ま
た
、今
回
の
縦
覧
は
、環

挑
影
鬻
齧
手
続
き
の
最
終
段
階
に
あ

た
町
家
y
。縦
覧
期
間
1
3
月
7
日

1
暦
日
(
土
、
日
曜
a
お
よ
ぴ
祝
刪
は

除
く
)

縦
覧
時
間
―
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
t
時
3
0
分
縦
覧
場
所
=
千
住

本
庁
舎
・
環
境
課
、都
・
環
境
保
全
局

環
境
影
一
評
価
審
査
蚕
(
都
庁
第
L
本

庁
舎
北
塔
3
6
階
)
、都
・
多
摩
環
境
保
全

事
務
所
(
立
川
合
同
庁
舎
t
階
)
※

中
央
図
一
館
、
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
、

佐
野
区
民
事
務
所
で
も
閲
覧
で
き
ま

す

問
先
―
都
・
環
境
保
全
局
環
境
影

一
評
価
審
査
堅

(～
8
8
)
3
4
4
0

千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

西 部 福 祉 事 務 所 が 移 転 し ます
3
月
1
8日
か
ら
西
部
福
祉
事
務
所
が

移
転
し
ま
す
。

新
所
在
地
―
鹿
浜
8
j
2
7
-
1
5
(

左
図
)

業
務
開
始
日
1
3

月
1
8日

間
先
1
西
部
福
祉
事
務
所

　
(
3
8
9
7
)
5
0
1
1

F
A
χ
(
3
8
5
6
)
7
2
2
9

※
電
話
番
号
と
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変
わ

り
ま
せ
ん

● 文潼皿
a 東友四 から
ー ● 沼 儷 瑣( 東sI ス)
- ● l l 不觀 謇下● ・**i a

e ● t 躪 剿 凅f j ( 東武パヌ)
- r 嚢|r F ● ・健歩笥分

cJ R 纛驪蘿I xIら
1a・λ 1・・・』( = ∽ミ バλ )
- 鏖茣八1 日
s たは飼涓- 71 日・ ● ・使歩5 分

@西驍弁麕i ( ㎜ 鮨 口)
貧方t Q ●『F 申・綣歩糖分

sJ R 囗韆● 駛s5
e 足竄溘焉センターl j ( ● 1 ス)
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福

祉

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る

ご
家
庭
の
方
へ

乳
幼
児
医
療
証
は
、3
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
が
。
医
東
機
関
で
受
診
す
る
時

健
康
保
険
の
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
医
療
証
の
交
付
は
①
印
か

ん
(
ゴ
ム
印
は
不
可
)
②
健
康
保
険
証
(

生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、健
康
保
険
証
に

名
前
が
記
入
袞
‥て
い
な
い
時
は
、お
申

し
出
く
だ
さ
い
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
方
は

①
、②
の
ほ
か
に
年
金
手
帳
、申
請
者
名

義
の
預
金
通
帳
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
児
童
医
療
佩

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

2
月
下
旬
に
通
知
S
(
医
療
費
の
お

知
ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。こ
の
通
知

一
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担

の
内
容
に
つ
い
て

、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
ぐ
た
め
の
お
知
ら
せ
で
す
。
昨

年
9
月
に
受
診
さ
れ
た
「
あ
な
た
の
医

療
費
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
(
た
だ
し
、
医
家
費
が
3

千
円
以
下
の
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
)
。
※
こ
れ
は
、お
知
ら
せ
で
す
の

で
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
高
齢

者
医
療
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
育
児
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
気

衄
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
―
▽
興
野
保

育
園
(
西
新
井
本
町
4
-
1
9
-
2
3
)

毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
)

・・・毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

…
毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
先
=
千
汝
宋
庁
舎
・
児
童
助
成
係

恩
給
欠
格
者
の
方
へ

慰
労
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次

に
骸
当
す
る
方
に
対
し
、
慰
労
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

恩
給
法
上
の
旧
軍
人
・
軍
属
で
、
年

金
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う

ち
外
地
動
務
し
た
こ
と
が
あ
り
、
実
在

職
年
が
1

年
以
上
あ
る
方

※
た
だ
し

次
の
方
を
の
ぞ
く
・・・
戦
傷
病
者
戦
没
者

遣
族
等
援
霞
法
上
の
軍
属
・
羣
軍
属
だ

っ
た
方
(

雇
員
・
傭
人
・
工
員
等
)
/

共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
/

日
本

国
籍
を
有
さ
な
い
方
/

戦
後
強
制
抑
留

者
と
し
て
、す
で
に
書
状
こ
鈑
杯
を
鷽
け

た
方

慰
労
品
=
内
閣
総
理
大
臣
名
の

一
状
・
銀
杯

請
求
方
法
―
請
求
S
類

を
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
へ
郵
送
(

請
求
書
は
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係
で

配
付
)

問
先
=
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
業
務
第
一
課

(
3
9
4
5
)
4
7
0
4

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
し
た
方
や
区
外
か
ら
転
入

し
た
方
な
ど
で
、
ま
だ
児
童
手
当
の
請

求
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
目
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
―
区
内

に
住
所
が
あ
り
、3
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

※
所
傳
制
限
が
あ

り
ま
す
。
公
務
員
の
方
は
動
務
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
受
給
対
象
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

-
い
ず
れ
も
I

手
当
月
額
1
3

歳
未
膺
の
児
童
が
I

人

目
・
2

人
目
の
と
き
・・・
5
千
円
/
3

人

目
以
降
の
と
き
・
:
1
万
円

支
給
―
請

求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

申
込
=

保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
/

年
金

手
帳
/

健
康
保
険
証
/

印
か
ん
(

ゴ
ム

印
は
不
可
)

を
窓
口
に
持
参

申
・
問

先
=
千
住
本
庁
舍
・
児
童
助
成
佩

区
議
会
第
1
回
定
例
会

次
の
と
お
り
、
区
議
会
第
1

回

定
例
会
が
開
会
さ
れ
ま
す

。
本
会

議
お
よ
び
委
員
会
(

巌
会
運
営
委

員
会
・
予
算
特
別
委
員
会
を
除
く
)

は
傍
聴
で
き
ま
す

。
な
お

、
傍
聴

に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
本
会
議

日
時
=
3

月
1
・
4
・
5

・
1
4・
2
9日
い
ず
れ
も
午
後
1

時

□
委
員
会

日
時
―
総
務
委
員
会

・・・
3
月
6

日

、
午
前
1
0時
/

建
般

委
員
会
・・・
3
月
2
1日

、
午
前
1
0
時
/

区
民
委
員
会
・・・
3
月
叭一
日

、
午

後
1

時
3
0
分
/

都
市
環
境
委
員
会

・・・
3
月
2
5
日

、
午
前
1
0時
/

厚
生

委
員
会
…
3

月
2
5日

、
午
後
1

時
3
0

分
/

交
通
機
関
誘
致
対
策
特
別

委
員
会
・・・
3
月
2
6
日

、
午
前
1
0
時
/

文
散
委
員
会
・・・
3
月
2
6日

、
午

後
1

時
3
0
分
/

本
庁
舎
跡
利
用
建

設
計
画
調
査
特
別
委
員
会
・・・
3
月
2
7

日

、
午
前
1
0
時
/
行
財
政
改
善

調
査
特
別
委
員
今
・・
3
月
2
7
日

、

午
後
1

時
3
0分
/

議
会
運
営
委
員

会
・
:
3
月
1
4
日
・
2
8日

、
い
ず
れ

も
午
前
一
…一
時
/

予
算
特
別
委
員
会

…
3

月
7

日
、
午
前
9

時
3
0
分
、
3

月
8

・
1
1
・
1
2
・
1
5
・
1
8
日
、

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

間
先
=
千

住
本
庁
舎
・
区
議
会
事
務
局

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
に
感
謝
状

自
主
納
税
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、口
座
振
替
制
度
の
普
及
な
ど
、

地
域
で
の
活
励
を
通
じ
て
区
の
税

務
行
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
8
組

合
に
対
し
て
、
2
月
1
3日
、
区
長

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

□
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名

▽
足
立
納
連
…
日
の
出
町
/
足
立

青
色
仲
町
第
三
/
足
立
青
色
青
井

羃
四
/
足
立
青
色
中
川
第
一

▽

西
新
井
納
連
…
本
木
第
十
五
/
西

新
井
第
二
/
梅
島
第
五
/
西
新
井

第
十
四

A
納
税
課
V

税

金

お
持
ち
で
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
?

軽
自
励
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。原
動
機
付

自
転
車
や
軽
二
、三
、四
輪
車
、二
輪

小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、つ

ぎ
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば

8
年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。対
象
1
`
難
に
あ
っ
て
見
つ
か

っ
て
い
な
い
方
(
響
察
に
盗
雛
届
を
出

し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け

出
を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方

問
先
―
表
2

お
済
み
で
す
か

税
金
の
申
告

～
3
月
1
5日
ま
で
～

所
得
税
・
贈
与
税
・
特
別
区
民
税
・

都
民
税
・
個
人
事
業
税
の
申
告
は
3
月
1
5

日
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申
告

は
4
月
1
日
が
期
限
で
す
。3
月
に
入

り
ま
す
と
窓
口
が
非
常
に
込
み
合
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

□
に
せ
税
理
士
・
に
せ
税
務
署
a
に
ご

注
憲
を

税
理
士
や
税
務
署
員
は
、
税
理
士
証

票
や
身
分
証
明
一
を
必
ず
携
帯
し
て
い

ま
す
。
不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

税
務
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
確
定
申
售一
の
作
成
は
ご
自
身
で
　

確
定
申
告一
は
、
ご
自
身
(
ま
た
は

依
頼
を
受
け
た
税
理
士
)
が
作
成
し
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
一
は
、記
載
例
(
書
き
方
)

に
し
た
が
っ
て
必
要
事
項
を
記
入
す
れ

ば
出
来
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
自
身
の
手
で
確
定
申
告
S

を
作
虞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
出
張
受
付

各
区
民
事
務
所
で
衷
3
の
と
お
り
特

別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
の
出
張
受

付
を
行
い
ま
す
。

※
前
年
に
所
得
が

無
い
方
で
も
非
課
税
証
明
一
が
必
要
に

な
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
時
期
に
特
別
区

民
税
・
都
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い

申
・
問
先
=
所
得
税
・
贈
与
税
・

消
費
税
・・・足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

?
3
8
4
0
)
1
1
1
1

特
別
区
民
税
・
都
民
税
・
:中
央
本
町
庁

舎
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

個
人
事
業
税
・
:足
立
都
税
事
務
所
・
個

人
事
業
税
係

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

表2 問先一覧

教

育

日
光
・
鋸
南
自
然
教
室

引
率
補
助
員
募
集

区
立
小
学
校
4
・
6
年
生
を
対
象
に
2

泊
3
日
の
日
程
で
行
う
鋸
南
自
然
教

室
(
4
年
生
)
、日
光
自
然
教
室
(
6
年

生
)
の
引
率
者
を
募
集
し
ま
す
。な
お
、

何
回
で
も
引
率
で
き
ま
す
。

期
間
=
8

年
5
月
初
旬
1
9
年
2
月
下
旬
で
都

合
の
良
い
日

助
務
時
間
―
各
小
学
校

出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
2
泊
3

日

対
象
=
教
員
免
許
取
耨
者
お
よ

び
卒
業
時
取
得
見
込
の
方
で
年
齢
が
4
0

歳
位
ま
で
の
方

内
容
―
自
然
教
室
の

引
率
補
助

謝
礼
1
1
回
の
引
率
で
3

万
6
千
円
(
税
込
み
)

期
限
=
3
月
8

日

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
校

外
学
園
係

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
児
童
・
生
徒
を
通
学

さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、
学
費

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
補
助
金

(
7
年
度
後
期
1
0月
1
3
月
)
を
支
給

し
ま
す
。
区
内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
は
、
学
校

か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
(
区
外
の
外
国
人
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
)
。
申
込
=
在
籍
証

明
一
(
区
役
所
所
定
の
も
の
)
、保
霞
者

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、

印
か
ん

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

私
学
振
興
担
当

表3 特別区民 税・都民 税の出張受付日程

各会場とも車でのご来場はご遠慮ください

ひ
ろ

ば

L

催
し
物
=

☆
映
像
「
遠
野
物
語
」鑑
賞
と
晒
「
日
本

の
自
然
を
考
え
る
」3

月
1
5
a
(金
)
、

午
後
7
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
電
話

ま
た
は
直
接
会
場
へ
/
足
立
地
球
の
会

寺
山

き
(
3
8
9
)
5
8
2
4

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

。
卜
3

月
2
3日

(
土
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
雨
天

順
延
)
/
ル
ミ
ネ
北
千
住
屋
上
/
圀
店

出
唐
/
ル
ミ
ネ
北
千
住
営
業
部

(
3
8
8
8
)
7
5
5
2

☆
松
畑
優
人
小
品
展
3
月
9
日
～

1
3
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
/
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ウ
ィ
ズ
(ル
ミ
ネ
北
千
住
7
階
)

菅
原
　
(
3
8
8
1
)
0
8
1
5

☆
水
墨
圃
・
日
本
画
合
同
作
品
展
3

月
7
日
1
1
1日
、
午
前
1
0時
1
午
後
5

時
/
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
無
料

槙
島
　
(
3
8
5
0
)
2
7
2
7
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春
の
施
設
見
学
会

桜
の
季
節
に
バ
ス
で

区
内
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か

□
グ
ル
ー
プ

対
一
-
1
8
裳
以
上
の
区
民
で
構
癘
さ
れ

る
加
人
以
上
3
0
人
以
下
の
団
体
定
員

-
I
グ
ル
ー
プ
(
抽
選
)
申
込
t
往

復
(
ガ
キ
に
グ
ル
ー
プ
名
、
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
I
諾
番
号
、「
4

月
1
日
グ
ル
ー
プ
施
設
見
学
会
希
望
」

と
明
記
(
I
グ
ル
ー
プ
L
通
)

□
個
人

対
象
-
1
8
鎭
以
上
の
区
民
定
員
-
各

日
と
も
3
0人
(
抽
遇
)

申
込
L
往
復
(

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
(
―
人
ま
で
)

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、一
諾
番
号
、

希
輿
a
(
第
2
希
望
ま
で
)
、「
個
人
施

殷
見
学
会
希
望
」
と
明
記

-

い
ず
れ
や

卜

曰
時
等
―
下
表
{
と
お
り
(
雨
天
決
行
)

s
用
―
無
料
(
昼
食
の
皐
鑽
豪
お
願
い

し
豕
y
)
期
限
-
3
月
1
4
a
必
着

申
・
胃
先一
千
住
本
庁
舍
・
広
報
課

〒
圀
千
住
L
卜
4
1
恫一

魯
(
3
8
8
2
)
1
1
1

↑↓
{
W

・い剽1 も畤同は午圍9 時・ヽ・午簔4 豬, 稟コースは倭餌こよる檻鏖があります( 1 畤青瞿麦)

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
ティ
ア
講
座
　
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
し
い
風
を
運
ぶ
ひ
と
た
ち

―
こ
こ
ろ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

区
内
の
作
業
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

家
族
会
、
医
療
機
関
、
保
略
所
・
保
健

相
談
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
笏
力
し

て
「
と
も
に
I
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閧
催
し

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
修
了
生
の

最
初
の
活
一
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
い
っ
し
ょ
に
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。
日
時
-
3
月
!
6
a
(
土
)
、

午
後
F
時
I
t
睥
場
所
―
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
内
容
-
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト
・
・
・
ア
マ
ー
ピ
レ
弦
楽
四
s
奏
団
/

基
一
講
演
・
・
・
加
瀬
昭
彦
氏
(
横
浜
市
柵

神
保
鴒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
s
座
運
営
委
員

長
)
/
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
・
・
・
小
林
玲
子
氏

(
ひ
寥
p
ひ
介
護
会
会
長
)
、
波
多
野
克

行
氏
(
東
京
一
輪
神
障
害
者
団
体
速
龠
&

一
)
、
服
部
百
合
子
氏
(
精
神
陣
害
者
家

族
会
ひ
だ
ま
り
の
僉
代
衷
)
/
バ
ザ
ー

・
展
示
定
員
-
旛
人
s
用
-
無
料

申
込
L
当
日
直
筆
会
場
へ
※
保
育
を

希
草
I
芳
は
、
事
前
に
s
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
(
先
-

、
定
a

有
)
。

な
お
、
自
動
車
で
の
来
場
は
ヽ
」
遠
慮
く

だ
さ
い

申
・
問
先
一

千
住
本
庁
舎
・

保
健
予
防
佩

(
3
8
8
2
)
1
1
F

㈹

3
月
1
0日
は
東
京
都
平
和
の
日

先
の
戟
災
で
I
」
く
な
ら
れ
た
多
く
の

方
々
の
ご
I
福
(
め
い
ふ
く
)
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
、
3
月
1
0
a

の
午
後
1
時
に
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
搴
"
。

人
千
佳
本
庁
會
・
総
湧
課
V

情 報 コ ー ナ ー

戸啻g 入口耆(鴎 渺 迂 百瑰翻

難盍諮
足 立 ジ ュ ニ ア 吹 奏 楽 団

第6 回定期演奏会
かi 字4～6年a弖の団員が、1年
間練 画し てきた 虞果を 披 鱚し ま
す 日畤3 月24日【日】、゙「 簔2
時 壥瓦- ギャラクシティ・西
新井文化ホ ール( 入場叙簟1) ● 名-
マジヱスティア 莫女と野獣 ほ

か ・1 梛… オリ ジナル/ 集2 部
… 1 年員の態い出/ 鱚3 部・・・ポッ
プ スオンステージ 申込= 当 日直
怫ら堋 冐 先- コミ ュニティ文
化・スポーツ公社 文化事業●
5242 ―8161

1' 注冰j 7螽・文4匕振興佩
3882―1111㈹

中小企業経営近代化講座
「これからのメッキ工業」

日時- 3月7日( 木) 、午後7時～
9 時 場所- ギ ャラクシティ 対
象一区内でメッキ業に携わる方
内容- メ ッキ業界の現況/ メッキ
の最 新技 術等 講師 一矢部 賢 氏

と●ん(全国 鍍命丁業組合連合会技術欄
間) 定員- 60 人 費用一無料
申込一往復ハガキに住所、氏名、
電話番号、中小企業経世近代化講
匣希望と明記 期限- 2 月29日消
印有効 申先= 足立都市活性化セ
ンター 〒120千 住仲町1- 5
　S244 ―7313 『陦洗1- 中央1に田丁庁
舎・産業振異課
03880 ―5191

新 庁 舎 ホ ー ル
6 月1 日オープン

利用申し込み受付中
足立阿 新r 恚( 中央本町1- 17- 1)
に設置されるr 忿ホールは、

区民 交流 襤19とし て。式 典・良彰

式等のセレモニー、講演 会・口Tぽ
会・セミ ナー等のイベント。各種
僉議・シンポジウム等に利用して
いただけ ます( 叭?爬性、営利性を
目的 とした 催し物などは、利用の
制限 があり ます) 。
現在、6月～8月利用分の申し
込みを受け付けし ています。
9 月以降の利用分に ついては、

次の日程で申し 込みを受け 付けま
す。
[ >区 昆、区内の事業所および区内
の団体 …利用月の6 ヵ 月前の月の

筱丿日カゝら
c>その他の方・・・滾丿用月の6 ヵ 月前
の月 の15日から

いずれも
受付時間一午前9睥～乍後5陦
甓i j 場所- ギ ャラク シティ・西新
井文化ホール 抽選僉一受付は原
則 として久l普順とし ますが、毎月
初日は、午前91 脚i戸ら9W3Q 分ま
でに来館された方を 対象に受付順

番を抽選で決定 費用一下資のと
おり 肩先一千住本庁舎・t 賈佩03882

―111190

ギャラクシティ・n 細井文化ホー
ル 　5242 ―8161

健康・体力増 進フォーラム 心 と か ら だ の
健 康 を め ざ し て

億 蹶 力づくりについて、医
師をはじめとする専門家と晒り合
つてみませんか。フ ァミリー体力

測定や億康相破、晟1; の凰稟機器
の展示・体験も行います。ご家 族
そろ ってお 気軽 にお 越しく ださ

い。日時=3
月2日( 土) 、正
午～午後5時
場所一産業振興
館 内 容一左麦
のとおり 定員=400

人 費 用=
無料 申込一

当 日直接会場へ
問先一千住本庁
舎・体 育振興係113882- 1111

㈹

体育館の貸し出し方法
が 変 更 に なり ます
区: 民 の 皆さ ん に は 大捜1ご 不 便を

お か けし て い まし たカt、4 月 に は

総 合 ス ポ ーツ セ ンタ ー の改 傳i工●

が 終了 し 。 再オ ープ ン し ます 。 こ
の菁 圈 に 伴1 丶、 各 体 育 館 の貸 し 出

し 方 法 を 次 のと お り ー 天し ます 。

□ 同 体利 用 の申 ● 日 の 顋1崑
石跚体利 用 す る 朋 島、 こ れ まで は

利 用 日 の前 日ま で の 申し 込み と な

っ て い まし た が 、4 月 以 降 は 壻 用

日 の7 日前 まで の 申し 込み が必僵

と な り ます 。 な お 、'団 体 利用 の 申
し 込 み が ない、l l a に 鯰 、当 鹸 日 は

個人 剩 用 の枠 に! 眤更 に なり ます 。

※ 個 人利 用 の種 目 の ー 更s4 月 か

ら行 い ます 。 く わし く はお 問 い 合

わ せ く ださ い 間 先 一一r l =zこj 4; 1冫 舍
・ 体ご青 簾 　3882- n11 ㈹

社会福祉講座

「音を紡ぐ楽しみ」
～ バ ッ ハ: シ ン フ ォ ニ ア14 番

か ら の 再 挑 戦 ～

右半身マヒのハンディを乗り越
え、「障害を持つ人たちを力づけ
る」ための活動t続けている中●
章雄さんの演奏を中心に、ウエス
トチャレンジャーズとツーピース
の演奏もあわせてお届けします。
日時- 3月2日( 土) 、午後2時～
4 時 場所一エル・ソフィア

定員 ―200 人 費 用一無 料 申 込
一当日耙口謇幺 場へ ※ 当日は、身

体の不自由な方 のためにリフト 付
バスを運行いたし ます。ご希望 の
方はお問い合わせください 問先
一東部。吉卮hl 皿白センタ ー
5682 ―5370

西部障害福祉 総合センター
3853 ―0632

休館のお知らせ
□ ギャフ クシテ ィの臨時休館
館内消毒、消防設備点検のため

瞳玲休館します。休館に伴い総合
受付( テニスコート・町球屬の貸
し出し、保養所の申し込み等) も
お休みします。期間- 3月4日～
6 日 問先- ギャラクシティ

115242―8161
□ 総合スポーツセンターの休館
改修工事および4月5日の全館

オープン単瓣のため。休館します。
なお、受付業務は平常どおり行い
ます。期間- 3月11日～4月4
日( 3 月16・17・20日は開館し ま
す) 間先一千住本庁舍・体宵 管
理佩t I 3882 ―1111㈹

小学生おさらい教室
おさらい數富では、4月から新
入生を募集します。経臉● かな元
小学校教師が、マンツーマX力式
で指導します。日時等一下表の
とおり定員一小学1年生… 10人　
( 授業開始・5月から) / 2～4
年生・若干名( 先着順) 費用一
月額4, 000～5, 5001円申・問先-
シルバ ー人材センタ ー
H3859 ―2561 ルック

i n
あ だ ち

あらかわ～まちのオアシス

ビデオ広報貸し出し中
まちの話題などを紹介している

ピ デオリレックi nあだち。を貸し出
し ています。最新号は、荒川の自
然を紹介し ました。ぜひ、ご覧く
ださ い。 貸し出し場所一情報公

間 課( 千 住 本庁舎 ・中 央本 町 庁
舎) 、各図● 館 間先一千住本庁 舎
・広報課映像相肖
3882 ―1111㈹

使用時間には、準備および後片づけの時間をきみます

(Ξ )「 あ だち広 報」は再 生紙を使 用し ていま す K. C. Hi 240, 000


